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土器を使った埋葬行為
－弥生・古墳時代の土器棺墓－
近年実施された鹿田遺跡第24次調査では、土器を棺として使用した「土
器棺墓」がみつかりました。大きな壺を棺として使用しており、頸部よ
り上は２つの壺で覆われていました。また棺として使用された土器は他
地域から搬入されたものでした。時代は古墳時代初頭（約1800年前）の
ものです。
鹿田遺跡ではこれまでの調査で弥生時代後期前半（約2000年前）の土
器棺墓がみつかっていましたが、古墳時代初頭の土器棺墓とは使用され
る土器の器種や組み合わせ方、墓地の営まれた場所が異なっています。
このような土器棺墓の違いは何を表しているのでしょうか。
土器棺墓から弥生・古墳時代における埋葬行為の変化とその背景につ
いて考えてみましょう。 （南健太郎）
土器棺墓を掘る
（鹿田遺跡第24次調査）
まず土器棺墓に用いられた土器の器種とその組み合
わせについてみてみましょう。
弥生時代後期前半の土器棺墓は、頸部より上が打
ち欠かれた高さ40cm前後の壺が棺として用いられるの
が一般的です。鹿田遺跡では打ち欠かれた破片が墓
構内に配置された土器棺墓もみつかっています。蓋に
は大型の鉢が使用され、壺の上に被せられます（図１）。
壺と鉢の組み合わせは岡山県内の本時期の土器棺墓
で最も多くみられるものです。
古墳時代初頭の土器棺墓も棺に壺が用いられていま
す。ただし頸部以上は打ち欠かれておらず、完全な形の
まま使用されています。また蓋には２点の壺が用いられ
ています（図２）。これらの壺は頸部以上が打ち欠かれ
ており、さらに縦方向に２分割されたものでした。これら
の点は弥生時代後期前半とは土器棺墓の構造が大きく
異なっていることを示しています。特に蓋が２重になされ
ている状況は、ただ単に棺を閉じるだけにとどまらない、
何か特別な意味があったことを感じさせます。
古墳時代初頭の土器棺にみられる特殊な蓋の被せ
方を出土状況から読み解いていきましょう（図3）。
半裁された２点の壺のうち、蓋１は半裁のままで、蓋
２は半裁後さらに分割されて使用されています。両者の
設置方法は非常に複雑なもので、蓋を被せる行為が入
念になされたことを示しています。
蓋は以下の順序で被せられます。
弥生時代後期前半と古墳時代初頭では、墓が作ら
れる場所も異なります（図4）。
前者では竪穴住居や井戸などが集中する居住域の中
に土器棺墓が位置します。日常生活と埋葬行為が同じ
空間でおこなわれていた様子がうかがわれます。
ここまでみてきたように、弥生時代後期前半と古墳時代初頭の土器
棺墓では、様々な面に違いがみられます。さらに注目されるのは、後
者の棺には器形、調整、胎土が在地の土器とは異なっているものが含
まれている点です。棺の胎土には結晶片岩と呼ばれる徳島県地域特有
の岩石が含まれており、器形や調整からも東阿波地域で作られた土器
であると考えられます（図5）。
鹿田遺跡に他地域からもたらされた土器は、弥生時代後期終末まで
はほとんどが瀬戸内海をはさんだ讃岐からのものでした。しかし古墳
時代初頭には状況が一変し、西部瀬戸内、山陰、近畿地方に系譜を
もつ土器がみられるようになります。土器棺墓が変容する背景にはこの
ような地域間交流の活発化があったのかもしれません。またこの時期
は前方後円墳の築造が広がる時期にあたり、当地域における埋葬観
念が変化した可能性もあるでしょう。鹿田遺跡の土器棺墓はそのような
社会変化を物語っているかのようです。
土器棺墓の構造
古墳時代初頭における特殊な蓋の被せ方
埋葬場所の変化
土器棺墓変容の背景
図２　古墳時代初頭の土器棺墓
図５　土器棺に用いられた東阿波地域の壺
（古墳時代初頭）図３　特異な蓋の被せ方（古墳時代初頭）
図１　弥生時代後期前半の土器棺墓
①棺の頸部以上を覆うように蓋１を被せる。
②蓋１の外側を蓋２の破片で覆う。分割された破片
は蓋１の頸部の位置と棺の口縁部の位置に大きな
破片が配されている。
蓋１の使用方法は弥生時代後期前半の鉢を被せる
行為に類するものと考えられ、蓋２の配置はまるで
棺からの出口を念入りに塞いだかのようです。
後者では土器棺墓が居住域から離れたところでみ
つかっています。日々の営みと埋葬行為が明確に区
分されたかのようです。
このような状況は両時代の死生観の違いを物語っ
ているかのようです。
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図４　鹿田遺跡における土器棺墓の位置（縮尺1/6000、網はこれまでの調査地点）
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編 集後記
　鹿田遺跡第24次調査では、土器棺墓の蓋部分先端の
際まで近代以降の撹乱がおよんでいました。ギリギリのと
ころで残っていた土器棺墓から、鹿田遺跡の性格を考え
る上での新知見が得られました。今後は各地域の土器棺
墓との比較を進めていきたいです。　　　　　　　  （南）
2018年11月から2019年９月にかけて、鹿田キャン
パスの大学病院正門付近で鹿田遺跡第28次調査を実施
しました。その結果、鹿田遺跡における各時代の北限
の状況が明らかになりました。
特にこの地に藤原氏の殿下渡領である鹿田庄が置か
れた時期の成果は注目されます。本調査地点では弥生
時代中期以前に形成された東西方向に流れる河道が確
認されました。この河道は調査区中央部に底面の高ま
りがあり、南北２条に分けることができます。北河道
は奈良時代後半から平安時代前半までに、南河道はや
や遅れて平安時代後半ごろまでには埋まっていたよう
です。両河道は鹿田庄成立以降の土地利用において、
境界としての機能を有していたことがわかりました。　
鹿田庄成立期（９世紀前半前後）の状況をみると、北
河道からは土器がまとまって出土しており、東隣の第
21次調査区では境界の祭祀行為に関わる遺物も出土し
ています。北河道が境界として強く意識されていたこ
とがわかります。一方、鹿田キャンパスでの荘園経営
が活発化する11世紀以降の状況についてみると、それ
まで存在した調査区南端の高い土地と南河道へと続く
低地の段差が造成によって解消され、南河道以南に屋
敷地が形成されるようになります。南河道が埋まった
後の15世紀にもこの位置に最北の区画溝が掘削されて
おり、南河道が鹿田庄の北限として機能し続けていた
と考えられます。
また調査区西端の南河道のそばには、狭い範囲にた
くさんの井戸が掘削されていました。井戸には直径３
ｍを超える、断面がすり鉢状のものがみられました。
いずれの井戸にも曲物を据えた痕跡があり、底面中央
に大小２つの曲物を据えるものもありました。埋土に
は多量の炭や灰が含まれているものもあり、ここが境
界における祭祀行為の場であったと思われます。
8/31（土）には現地説明会を開催し、160名の方々に
ご参加いただきました。
公開講座「考古学と関連科学」を開催します
鹿田庄北限の姿
鹿田遺跡第28次調査（アメニティモール新営）
　当センターでは2016年度から公開講座を実施しています。各
回２本の発表を聴講し、その後質問や講師との情報交換のため
のフリートークもおこなっています。ふるってご参加ください！
（参加費500円）
第10回　戦いの考古学（終了しました）
2019年11月16日（土）　14:00～16:00
岡山大学文法経講義棟12番教室
「弥生時代人の争いごと－土井ヶ浜弥生人の事例－」
　　大藪 由美子（土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム）
「古墳時代の女性と戦争」
　　清家 章（岡山大学大学院社会文化科学研究科）
第11回　漆器の世界
2020年１月25日（土）　14:00～16:00
岡山大学付属図書館３階セミナー室
「備中漆の活用と漆器の製作（仮）」
　　塩津 容子（日本工芸会会員）
「鹿田遺跡出土の漆椀」
　　岩﨑 志保（当センター）
第12回　考古学からみた植物利用
2020年３月14日（土）　14:00～16:00
岡山大学文法経講義棟12番教室
　　那須 浩郎（岡山理科大学）
　　野崎 貴博（当センター）
すり鉢型の井戸から出土した大小の曲物
